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、
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料
の
減
免
、
割
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等
に
つ
い
て
は
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

竹虎文苧
ち ょ ま

麻白経緯藍絵絣祝着　越後
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布の織り上がりを想定し、糸の段階で染め分けてから織り成していく絣
かすり

。模様がかすれた風
合いに仕上がることがその名の由来です。インドのアジャンタ石窟壁画には、経

たて

絣の衣裳を
身に着けた華やかな女性たちが描かれており、その起源を物語っています。
絣はインドを源流とし、シルクロードを経てヨーロッパや中国まで及びました。また、イン
ドから南に下ってインドネシア、フィリピンなどを経て沖縄へ伝わり、そこで技術が花開い
たのち、日本各地に普及しました。この東南アジアを通った日本への伝播の道は航路による
もので、まさに「海のシルクロード」といえるでしょう。

本展では、色あざやかで軽やかな絹のパトラサリー、アニミズムに結びついたスンバ島の祭
壇布、琉球王朝時代に織られた色柄が美しい沖縄の手縞など、地域の風土に育まれた豊かな
絣を、その伝播ルート「絣の道」とともにご紹介します。

第 1 章　世界の絣
インド・サラウェシ島・スンバ島・チモール島・フローレス島・バリ島・スマトラ島・
ボルネオ島・フィリピン・タイ・トルキスタン・ウズベク・シリア・トルコ・フラ
ンス・アフリカ・ペルー  他

第 2 章　日本の絣
沖縄（喜如嘉・読谷・首里）・越後・久留米・京都・近江・
大和・丹波・伊予・弓ヶ浜・出雲・山形 他

花文絹経緯絣パトラサリー
インド・グジャラート州

絣衣裳をつけた女性像
アジャンタ石窟壁画  インド  7 世紀頃
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念
講
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会
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絣
の
道  

イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
そ
し
て
沖
縄

日
時
：
７
月

19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

講
師
：
藤
本
巧
氏
（
写
真
家
）

会
場
：
豊
田
市
民
芸
館
（
第
３
民
芸
館
）

聴
講
：
無
料
（
た
だ
し
会
期
中
の
観
覧
券
の
提
示
必
要
）

定
員
：
先
着
50
名
程
度
（
事
前
申
込
み
不
要
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
）

日
時
： 

７
月
26
日
（
土
）・
８
月
23
日
（
土
）

 

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

会
場
： 

第
１
民
芸
館
集
合

聴
講
： 

無
料
（
た
だ
し
、当
日
の
観
覧
券
の
提
示
必
要
）

民
芸
の
森
「
森
の
ア
ー
ト
展  vol.2

3

『Expose M
ultiple D

im
ensions

』」

７
月
15
日
（
火
）
〜 

９
月
15
日
（
月
・
祝
）

豊
田
市
博
物
館
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
博
物
館
所
蔵  

特
別
展 

古
代
エ
ジ
プ
ト 

掘
り
起
こ
せ
、
三
千
年
の
謎
」

６
月
28
日
（
土
）
〜 

９
月
７
日
（
日
）

豊
田
市
美
術
館
「
モ
ネ  

睡
蓮
の
と
き
」

６
月 

21
日
（
土
）
〜
９
月
15
日
（
月
・
祝
）

周辺施設
のご案内

愛知県豊田市平戸橋町波岩 86-100
tel. 0565-45-4039

同時開催   藤本巧写真紀行

絣の道  インド、インドネシア、そして沖縄

馬上人像海老雄鶏文木綿経絣祭壇布
スンバ島

幾何文経絹緯木綿経絣チャパン（衣服）
トルキスタン〈アフガニスタン〉

絹色格子緯絣＜手縞＞
沖縄・首里

パ
ト
ラ
織
り

イ
ン
ド　

１
９
８
２

藍染城絣蒲団地  久留米

幾何文苧麻白経緯紅絣振袖  越後


